
お 知 ら せnformation

催
　
　
し

生
活
相
談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

[

肢
体]
５
月
15
日
㈭

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

５
月
15
日
㈭
・
６
月
19
日
㈭

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
児
童
福
祉
課

あ
ん
し
ん
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き　

５
月
23
日
㈮
・
６
月
27
日
㈮

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

境
界
ト
ラ
ブ
ル
面
談

　

広
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
が

行
う
無
料
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
面
談

で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き　

毎
週
水
曜
日

（
祝
日
・
夏
季
・
年
末
年
始
は
除
く
）

①
13
時
30
分
～
②
15
時
30
分
～

と
こ
ろ　

広
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
一
丁
目

２
番
44
号
）

問
い
合
わ
せ　

境
界
問
題
相
談
セ

ン
タ
ー
ひ
ろ
し
ま

☎
０
８
２
‐
５
０
６
‐
１
１
７
１

２
０
１
４
健
康
福
祉
ま
つ
り

　
「
笑
顔
あ
つ
ま
れ
！
“
げ
ん
き
”

と
“
や
す
ら
ぎ
”
の
ま
ち
し
ょ
う

ば
ら
」
を
テ
ー
マ
に
今
年
も
健
康

福
祉
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

屋
外
会
場
で
は
、
市
民
団
体
に

よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
や
、
お
い
し
い
飲
食
店
バ

ザ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
屋
内
会

場
も
各
種
展
示
・
バ
ザ
ー
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
！

　

会
場
内
で
は
献
血
も
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

家
族
の
健
康
と
福
祉
に
つ
い
て

み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
誘
い
合
っ
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　

当
日
は
会
場
付
近
に
、
ひ
ま
わ

り
バ
ス
の
臨
時
バ
ス
停
を
設
け
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
18
日
㈰　

９
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
総
合
体
育
館
、

庄
原
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
８

比
婆
山
山
開
き

　

古
事
記
の
里
の
夏
を
告
げ
る
比

婆
山
山
開
き
で
す
。

　

夏
登
山
の
安
全
祈
願
神
事
や
田

植
え
踊
り
、
西
城
川
太
鼓
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
、
会
場
で
は
特
産
品
の

販
売
や
比
婆
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

も
楽
し
め
ま
す
。

と
き　

５
月
25
日
㈰
11
時
～

と
こ
ろ　

竜
王
山
駐
車
場
（
キ
ャ

ン
プ
場
入
口
）

問
い
合
わ
せ　

西
城
町
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
８
２
‐
２
７
２
７

第
44
回
吾
妻
山
山
開
き

　

夏
登
山
の
安
全
を
祈
願
す
る
神

事
式
を
は
じ
め
、
県
民
謡
バ
イ
流

し
、
神
楽
、
餅
ま
き
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
加
え
、
会
場
で
は
各
種
バ

ザ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
神
話
と
草

花
・
植
物
の
宝
庫
「
吾
妻
山
」
へ

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
１
日
㈰

10
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　

国
定
公
園
吾
妻
山
・
池
ノ
原

問
い
合
わ
せ　

休
暇
村
吾
妻
山
ロ
ッ
ジ

☎
０
８
２
４
‐
８
５
‐
２
３
３
１

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
７
５
‐
０
１
７
３

第
10
回
中
学
生
に
よ
る　
　

英
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

　

庄
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・

し
ょ
う
ば
ら
国
際
交
流
協
会
な
ど

が
主
催
す
る
、
英
語
ス
ピ
ー
チ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
の
中
学
生
が
英
語
で
意
見

発
表
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
き　

６
月
８
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
８
４

第
19
回
庄
原
市
小
学
校　
　

陸
上
競
技
記
録
会

　

市
内
19
校
の
小
学
４
～
６
年
生

が
参
加
し
、
１
０
０
ｍ
、
80
ｍ

ハ
ー
ド
ル
、
８
０
０
ｍ
、
走
幅
跳
、

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
記
録
に
挑
戦

し
ま
す
。
第
39
回
広
島
県
民
体
育

大
会
陸
上
競
技
の
部
の
予
選
会
も

兼
ね
て
い
ま
す
。
一
生
懸
命
に
競

技
す
る
選
手
へ
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

と
き　

６
月
21
日
㈯

９
時
30
分
（
開
会
予
定
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
上
野
総
合
公
園

陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
８
４

減
塩
サ
ミ
ッ
ト　
　
　
　
　

　
　
　

in
広
島
２
０
１
４

　

広
島
市
で
初
開
催
の
減
塩
サ

ミ
ッ
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
と
こ
の

国
の
未
来
の
た
め
に
、
県
民
、
医

療
関
係
者
、
栄
養
士
、
食
品
業
界
、

行
政
が
一
体
と
な
り
“
本
気
で
減

塩
を
考
え
、
実
行
す
る
”
た
め
の

機
会
と
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

減
塩
に
関
す
る
料
理
の
実
演
、

食
材
・
加
工
食
品
の
展
示
・
即
売
、

減
塩
低
カ
ロ
リ
ー
料
理
屋
台
、
減

塩
や
食
生
活
の
改
善
に
関
す
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
楽
し
く
体
験

し
て
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

と
こ
ろ　

旧
広
島
市
民
球
場
跡
地

問
い
合
わ
せ　

減
塩
サ
ミ
ッ
ト
in

広
島
２
０
１
４
運
営
事
務
局　

☎
０
８
２
‐
２
９
７
‐
５
０
２
２

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
５
５

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

５
月
20
日
㈫
13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

６
月
11
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

５
月
20
日
㈫
・
６
月
３
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き　

６
月
12
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

６
月
５
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き　

６
月
５
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域

と
き　

６
月
10
日
㈫

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き　

６
月
６
日
㈮

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

比
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
総
領
地
域

と
き　

５
月
14
日
㈬
・
６
月
11
日
㈬

９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
２
５
７
２

行政相談委員にご相談ください
　行政相談委員は、国や特殊法人などの業務に関する相談を受け、相談者に必要な助言をして、行政評価局や関係行
政機関などに苦情や要望を連絡し、解決の促進を図る有識者です。総務大臣の委嘱を受け、２年以内の任期で活動し
ています。
　行政相談委員への相談は無料で行われ、秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。
　各地区の行政相談委員と定期相談日、受付時間、相談場所は次のとおりです。
地区 氏　名 相談委員連絡先 定期相談日・時間 定期相談場所

庄原 三 　和
かずひろ

宏 ☎0824-72-4837 毎月第３木曜日13時～16時
庄原市ふれあいセンター
☎0824-72-7120

西城 作
さくだ

田ユリコ ☎0824-82-3048 ６/19、８/21、10/16、12/18、２/1913時30分～15時30分
西城保健福祉総合センター（しあわせ館）
☎0824-82-2202

東城 瀧
たきもと

本　昌
まさこ

子 ☎08477-4-0650 毎月第３木曜日13時30分～15時30分　※８月・12月は休止
東城支所
☎08477-2-5121

口和 石
いしだ

田　湶
いずなり

也 ☎0824-89-2022 ８/21、10/16、２/1913時30分～15時30分
口和保健センター
☎0824-89-7070

高野 井
いのうえ

上　清
きよのり

憲 ☎0824-86-2732 ６/10、８/19、10/14、12/９、２/1013時～15時
高野支所
☎0824-86-2115

比和 若
わかばやし

林　隆
たか し

志 ☎0824-85-2698 ①６/５、８/21、10/16、12/４　②２/1913時30分～15時30分

①比和自治振興センター
☎0824-85-2600
②比和支所　☎0824-85-3001

総領 秋
あきやま

山　義
よしはる

治 ☎0824-88-2217 毎月第２水曜日９時～11時　※８月は６日、２月は４日
総領健康福祉センター
☎0824-88-3110

　※都合により日程を変更する場合がありますので、ご了承ください。
　※定期相談日以外でも相談をお受けしますが、その場合は事前に行政相談委員へご連絡ください。

みよし

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話ください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

  　広報しょうばら｜２０１４．５月号｜ 2829｜２０１４．５月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

募
　
　
集

そ  
の  

他

庄
原
市
成
人
式　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

実
行
委
員
募
集

市
は
、８
月
15
日
㈮
10
時
か
ら

庄
原
市
民
会
館
で
開
催
す
る
「
庄

原
市
成
人
式
」の
企
画
・
運
営
を

一
緒
に
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。成
人
式
対
象
者
で
、成
人
式

の
企
画
・
運
営
に
関
心
が
あ
り
、

実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
、市
内
在
住
ま
た
は
市
外
に
住

む
庄
原
市
出
身
の
人
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
８
８

Ｅ
メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.shobara.hiroshim

a.jp
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
の
対

象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す

　

市
は
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
の

対
象
者
を
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
０
歳
児
か
ら
12
歳
（
小
学
６
年

生
相
当
）
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
８
月
１
日
か
ら
15
歳
（
中
学

３
年
生
相
当
）ま
で
拡
大
し
ま
す
。

無
効
に
な
り
ま
す
。
換
金
も
で
き

ま
せ
ん
。

使
用
方
法
と
注
意
点

・
商
品
券
は
、
発
行
す
る
商
工
会

議
所
、
商
工
会
ご
と
の
地
域
内
の

み
で
使
用
で
き
ま
す
。

・
加
盟
店
が
取
り
扱
う
商
品
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
限
り
ま
す
。

・
商
品
券
の
現
金
化
は
で
き
ま
せ

ん
。

・
つ
り
銭
は
出
し
ま
せ
ん
。

※
こ
の
商
品
券
で
は
購
入
・
利
用

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

庄
原
商
工
会
議
所

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
２
１
２
１

備
北
商
工
会　

☎
０
８
２
４
‐
８
２
‐
２
９
０
４

東
城
町
商
工
会　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
７
８

水
道
週
間

　

６
月
１
日
～
７
日
の
一
週
間
、

「
お
い
し
い
な　

だ
い
じ
な
お
水

ご
く
ご
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

全
国
一
斉
に
第
56
回
水
道
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
水
道
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て

　

新
た
に
助
成
対
象
年
齢
と
な
る

子
ど
も
が
い
る
保
護
者
の
方
に

は
、
５
月
下
旬
に
直
接
受
給
者
資

格
申
請
書
な
ど
を
お
送
り
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
５

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
記

録
を
整
理
し
ま
し
ょ
う

　

日
頃
か
ら
、
農
業
用
施
設
（
農

道
・
水
路
・
た
め
池
な
ど
）
の
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
万
一
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
農
業

用
施
設
の
維
持
管
理
記
録
の
整
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
か
ら
農
業
用
施
設
の
災
害
認

定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
施
設
の

適
正
な
維
持
管
理
と
点
検
記
録
簿

の
整
理
に
加
え
、
維
持
管
理
作
業

写
真
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
資
料
が
す
べ
て
整
理
さ
れ
て

い
な
い
と
、
国
の
災
害
査
定
時
に

採
択
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

点
検
記
録
簿
の
参
考
様
式
は
、

農
村
整
備
課
ま
た
は
各
支
所
環
境

建
設
室
・
産
業
建
設
室
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

理
解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
地
震
な
ど
の
災
害
対
策
の
推

進
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
と

と
も
に
、
今
後
の
水
道
事
業
の
さ

ら
な
る
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

水
の
大
切
さ
を
は
じ
め
、
私
た

ち
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い

「
安
全
で
お
い
し
い
水
」
を
お
届

け
す
る
、
水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
の

「
水
道
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
課
庶
務
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
５
８

〝
庄
原
い
ち
ば
ん
〟
ロ
ゴ
マ
ー

ク
ピ
ン
バ
ッ
ジ
販
売
終
了
！

　
“
庄
原
い
ち
ば
ん
”
ロ
ゴ
マ
ー

ク
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
販
売
は
４
月
末

で
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
は
オ
ー
ル
庄

原
で
庄
原
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
作
製
し
、
２
月

か
ら
５
０
０
個
限
定
で
販
売
し
て

い
ま
し
た
が
、
ご
好
評
い
た
だ
き

完
売
し
ま
し
た
。
ご
購
入
い
た
だ

い
た
市
民
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
市
の

Ｐ
Ｒ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
９

農
村
整
備
課
耕
地
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
３
６

庄
原
市
地
域
振
興
商
品
券
を

発
行
し
ま
す

　

長
引
く
不
況
な
ど
に
よ
っ
て
、

年
々
市
内
事
業
者
数
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
現
状
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、庄
原
商
工
会
議
所
、

備
北
商
工
会
、
東
城
商
工
会
と
市

が
連
携
し
、「
庄
原
市
地
域
振
興

商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
商
品
券
は
７
％
の
プ
レ
ミ

ア
ム
（
金
額
）
を
付
加
し
た
も
の

で
、
市
内
の
商
工
会
議
所
と
商
工

会
の
加
盟
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
域
の
商
工
会
議
所

と
商
工
会
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る

「
販
売
所
」
で
５
月
20
日
か
ら
販

売
を
開
始
し
ま
す
。

販
売
内
容

１
セ
ッ
ト
１
万
円
（
市
民
限
定
）

※
５
０
０
円
の
商
品
券
21
枚
と

２
０
０
円
券
１
枚
の
１
セ
ッ
ト

（
１
万
７
０
０
円
分
）
で
す
。

※
商
品
券
は
セ
ッ
ト
販
売
の
み

で
、
１
人
１
セ
ッ
ト
限
り
で
す
。

販
売
期
間　

５
月
20
日
㈫
～
８
月
29
日
㈮

※
予
定
販
売
枚
数
に
到
達
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

使
用
期
間　

５
月
20
日
㈫
～
８
月
31
日
㈰

※
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は

　塩原の大山供養田植は、不慮の死にあった牛馬の霊を供養するとともに、現在飼育している牛馬の安
全と五穀豊穣・家内安全を祈念する大規模な祭りです。
　東城町の塩原・内堀・粟田にまたがる多飯
が辻山の大仙社は古くから大山信仰の中心と
なって大仙祭りがにぎやかに行われていまし
た。
　田植おどり、供養行事、しろかき、太鼓田植、
お札納めの５つの行事で構成されています。
　４年に一度の貴重な機会にぜひご覧くださ
い。

と　き　５月 25 日（日）　11 時～
ところ　東城町塩原（石神社前）
問い合わせ
小奴可地区芸能保存会（事務局）
☎０８４７７－５－０８０６
東城教育室
☎０８４７７－２－５２２１

４年に１度の現地公開

国指定重要無形民俗文化財「塩原の大山供養田植」

とき　６月 28 日（土）	
開演　17 時（開場 16 時 30 分～）
出演　岩崎宏美・国府弘子（ピアノ）
入場料　全席指定５，５００円（税込）
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※要予約の託児サービス（無料）をご利用ください。
ところ　庄原市民会館
演奏予定曲目
　「聖母たちのララバイ」「思秋期」「万華鏡」など
チケット販売所　
　庄原市民会館、食彩館ゆめさくら、ジョイフル、
　ザ・ビッグ庄原店　ほか
　※市民会館での購入に限り友の会会員の方は 10％割引	

問い合わせ　
NPO法人庄原市芸術文化センター　☎０８２４－７２－４２４２　
生涯学習課社会教育係　☎０８２４－７３－１１８８

岩崎宏美ピアノ・ソングス
 with 国府弘子

スペシャルコンサート

●納税は安全・便利な口座振替で！
●電子納付・コンビニ納付もできます

自動車税に関する問い合わせ
　広島県北部県税事務所
　☎ 0824-63-5181（内線 3133・3134・3135）

自動車税は

月　 日までに納めましょう６ ２

■来年デビュー 40 周年を迎える『岩崎宏美』。新たなる挑戦！
　来年 40 周年を迎える岩崎宏美が、プライベートでも交流の
ある国府弘子と初共演。それぞれの音楽感やプライベートトー
クを織り交ぜながら、国府弘子的アプローチで岩崎宏美の名曲
の数々をお送りします。強さと優しさを兼ね備えた２人による
期間限定のスペシャルコンサートです。

  　広報しょうばら｜２０１４．５月号｜ 3031｜２０１４．５月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

花
の
見
頃
が
続
い
て
い
ま
す
！

　

花
の
広
場
で
は
春
の
花
が
咲
き

続
け
て
い
ま
す
。
ビ
オ
ラ
、
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
、
シ
ャ
ー
レ
ポ

ピ
ー
な
ど
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、
湖
畔
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
に

広
が
る
“
ネ
モ
フ
ィ
ラ
”
の
「
青

い
じ
ゅ
う
た
ん
」
が
登
場
！
淡
い

ブ
ル
ー
の
花
が
愛
ら
し
い
、
ネ
モ

フ
ィ
ラ
が
丘
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る

花
景
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
第
２
駐
車
場
か
ら
徒
歩
３
分
）

～
主
な
花
の
見
頃
～

ビ
オ
ラ
／
４
月
上
旬
～
５
月
下
旬

▼
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
／
４
月

中
旬
～
５
月
上
旬
▼
シ
ャ
ー
レ
ポ

ピ
ー
／
５
月
中
旬
～
６
月
上
旬
▼

ネ
モ
フ
ィ
ラ
／
４
月
上
旬
～
５
月

下
旬
※
天
候
に
よ
り
見
頃
が
変
化

し
ま
す
。

古
代
た
た
ら
鉄
づ
く
り
体
験

　

古
代
か
ら
伝
わ
る
製
鉄
技
法
を

再
現
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
古
代
た
た

ら
鉄
づ
く
り
体
験
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

今
年
で
20
回
目
と
な
る
こ
の
体

験
イ
ベ
ン
ト
は
、
さ
と
や
ま
古
代

た
た
ら
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
各
地
か
ら
の
参
加
者
と
共
に

真
っ
赤
に
焼
け
た
鉄
の
塊け

ら

を
生
み

出
す
一
連
の
工
程
を
行
い
ま
す
。

ご
来
園
の
お
客
さ
ま
も
、
炉
の
中

に
風
を
送
る
「
ふ
い
ご
体
験
」
や

迫
力
の
「
ケ
ラ
出
し
」
を
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

と
き　

５
月
10
日
㈯
～
11
日
㈰

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里
古
代
た
た
ら
工
房

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

●
春
神
楽
上
演

と
き　

５
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

11
時
～
15
時

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里
神
楽
殿

●
初
夏
の
花
物
語

　
ポ
ピ
ー
・
ラ
ー
ク
ス
パ
ー
・
ア

ジ
サ
イ
な
ど
園
内
各
所
で
初
夏
の

花
々
が
咲
き
誇
り
、
期
間
中
は
ポ

ピ
ー
か
ら
ア
ジ
サ
イ
へ
と
続
く
花

の
リ
レ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。

と
き　

５
月
13
日
㈫
～
６
月
29
日
㈰

９
時
30
分
～
17
時（
月
曜
休
園
日
、

入
園
は
16
時
ま
で
）	

【
公
園
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
】

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
公
園
で
１

日
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
の
に
最
も
適

し
た
時
期
で
す
。

　

自
然
の
中
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
も
花
と
合
わ
せ
て
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
サ
イ
ク
リ
ン
グ
】　

○
貸
自
転
車
（
２
時
間
）

大
人　
　

２
６
０
円
～　

子
ど
も　

１
０
０
円
～

※
自
転
車
の
持
ち
込
み
も
可
能

（
補
助
輪
付
は
不
可
）

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
】　

○
コ
ー
ス
使
用
料　

１
０
０
円　

○
ク
ラ
ブ
・
ボ
ー
ル
貸
出
料

１
０
０
円
（
保
証
金
５
０
０
円
）

※
保
証
金
は
用
具
返
却
時
に
お
返

し
し
ま
す
。

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

備北公園
「春まつり 2014」

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全

国･

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共

催
す
る
各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入

賞
者
を
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

全
国
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
２
０
１
４

（
３
月
27
日
～
30
日
／
北
海
道
歌

志
内
市
）

●
男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

小
田　

愛
斗
（
比
和
中
２
年
）

中
国
大
会

中
四
国
学
生　
　
　
　
　
　

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
春
大
会

（
３
月
５
日
～
23
日
・
島
根
県
出

雲
市
）

準
優
勝

瀧
口　

智
則

（
島
根
大
学
２
年
・
峰
田
町
）

【
島
根
大
学
男
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
】

県
大
会

広
島
県
な
ぎ
な
た　
　
　
　

選
手
権
大
会

（
３
月
21
日
・
広
島
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
）

演
技
競
技

●
基
本
の
部

４
位　

久
保　

允
治
（
西
城
小
２
年
）

●
小
学
校
高
学
年
の
部

準
優
勝

稲
里　

孝
美
（
西
城
小
５
年
）

上
貝　

真
帆
（
西
城
小
５
年
）

第
３
位

麻
田　

瑞
貴
（
西
城
小
５
年
）

吹
田　

真
奈

（
西
城
な
ぎ
な
た
こ
う
じ
ゅ
会
）

●
中
学
生
の
部

準
優
勝　

久
保　

寛
明
（
西
城
中
３
年
）

●
成
年
の
部

準
優
勝

足
立　

朱
穂
（
川
北
町
）

木
村　

辰
也
（
西
城
町
）

第
３
位

田
頭　

美
香
（
西
城
町
）

試
合
競
技

●
小
学
校
高
学
年
の
部

優
勝

吹
田　

真
奈

（
西
城
な
ぎ
な
た
こ
う
じ
ゅ
会
）

●
中
学
生
の
部

第
３
位

久
保　

寛
明
（
西
城
中
３
年
）

●
成
年
男
子
の
部

第
４
位　

木
村　

辰
也
（
西
城
町
）

●
成
年
女
子
の
部

準
優
勝

田
頭　

美
香

（
西
城
な
ぎ
な
た
こ
う
じ
ゅ
会
）

第
４
位

足
立　

朱
穂
（
濁
川
町
）

※
該
当
す
る
方
の
情
報
は

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
９

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

開催中！５月 11 日㈰まで

～言葉にできない色がある～

火災に注意しましょう！
　今年に入り、市内で建物火災が７件発生（４月 15 日現在）。昨年同時期と比べて４件増加し
ています。
　季節的にも空気が乾燥し、強い風が吹くなど火災が発生しやすい時期ですので、一人一人が
火災予防を心がけ、火災のない庄原市を目指しましょう。

１　家のまわりに燃えやすいものを置かない。
２　寝たばこやたばこの投げ捨てはしない。
３　調理中はコンロのそばを離れない。
４　風の強いときは焚き火やあぜ焼きをしない。
５　子どもにはマッチやライターで遊ばせない。
６　電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
７　ストーブには燃えやすい物を近づけない。

●　危機管理課　☎０８２４－７３－１２０６　●

「尾道松江線」沿線
ＰＲホームページを
開設しました
　庄原市など沿線９
市町などで構成する
中国横断自動車道尾
道松江線建設促進期
成同盟会は、「尾道松江線」沿
線をＰＲするホームページを開
設しました。
　このホームページは、財団法
人自治総合センターの宝くじの
売上金の一部を活用したコミュ
ニティ助成事業を活用して作成
しています。
ホームページアドレス
http://www.ono-matsu.jp/		　
問い合わせ
企画課政策推進係
☎ 0824-73-1112

展望台から望む花の広場

国営備北丘陵公園だより

  　広報しょうばら｜２０１４．５月号｜ 3233｜２０１４．５月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

※飼い犬・猫の引き取り（有料）を希望する方は、必ず事前に広島県動物
愛護センター(☎0848-86-6511)に連絡し、承諾を得てください。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

比和自然科学博物館  ☎ 0824-85-3005

開館 ： ９時～ 17 時 （年末年始休館）

吾妻山はその昔ブナの原生林で
したが、砂鉄生産のために炭に
焼かれ、そのあとに和牛が放牧
されたため芝草原になりました。
和牛は本能でどの草が毒草かを
かぎ分けることができるので、
毒草のキンポウゲは食べられず
に残り、20 年前頃までは毎年初
夏になると草原一面が黄色く彩
られていました。しかし、放牧
されなくなった今は草刈をして
芝生を管理しているので、キン
ポウゲはあまり見られなくなり
ました。
吾妻山のキンポウゲは、「ウマ
ノアシガタ」という田の畦でも
普通に見られる種類で、山頂付
近にあるものは“とても小さい”
というのが特徴で、それは標高
の高いところだから小さいのだ
ろうと思われていました。とこ
ろが、平成 24 年 12 月に発刊さ

れた学術誌「植物研究雑誌」で、比婆連山の山頂付近で採取され
たキンポウゲが新種として発表（国立科学博物館・門田裕一博士）
され、「ヒバキンポウゲ」と名づけられたのです。
これを受け、平成 25 年５月、吾妻山の山頂付近で採取した標
本を門田博士に送りました。その結果、「ヒバキンポウゲ」であ
ると認定されました。
「ヒバキンポウゲ」は、玄武岩の地質の部分に生えるのが特徴で、
当館にある標本では高さが 15cm くらいしかないとても小さな草
で、花もとても小型です。
比婆連山や吾妻山は１８０万年前頃の火山活動によってできた
山で、多くの部分に玄武岩の露出が見られます。そのようなとこ
ろにあるキンポウゲは「ヒバキンポウゲ」の可能性が高いのです。
身近なところで今でも新種が発見されるのは驚きですね。
比婆連山や吾妻山に登れば、キンポウゲにぜひ注目してくださ
い。

●東城地域

５・６月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記

　「庭を見てもらうのはいいけど、家の中に黙って入り
込まれたり、荒らされたりしないか…」。さとやまオー
プンガーデンを始める際に、こうした安全面の不安も
あったといいます。しかし、しょうばら花会議の皆さん
と同様、訪れる方も花好きの方ばかり。荒らされるどこ
ろか庭をほめられ、応援団にもなってくれるそうで、心
配されたようなことはほとんど無いそうです。「花が好
きな人に悪い人はいないというのが実証された」とは佐
藤理事長の談。このオープンガーデンに訪れた人が庭の
素晴らしさに感動し、以来交流が生まれ、手紙をやり取
りし、毎年のように訪れる方もいて、庄原のファン増に
大きな役割を果たしています。私もこの取材で偶然居合
わせた松江市のご夫妻からお手紙をいただき、うれしく
て忘れらない出来事になっています。こうした温かい気
持ちになる取り組みが身近にあることを、市民の１人と
して誇りに思います。

５月・６月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室
　「かずらの取っ手付中かご（朝の部）」
　「かずらのミニ梯子のオブジェ（昼の部）」
　とき　５月23日㈮　朝の部 ９時30分～12時
　　　　　　　　　　昼の部 13時30分～16時
　参加費　朝の部1,800円、昼の部1,300円
　定員　各15人
○草木染め教室～大きな布を染めてみよう～
　とき　６月16日㈪　朝の部 ９時～12時　　　　
　　　　　　　　　　昼の部 13時30分～15時30分
　参加費　4,900円　　定員　各10人

▶展示・その他
○三村青楓　山野草展示販売＆ミニ教室（デッキにて）
　とき　５月23日㈮～25日㈰
○細密画展（自然を見つめよう会：交流ホール）
　とき　５月24日㈯～31日㈯
○里山体験（かずら教室：橋井輝男）　
　とき　６月11日㈬　13時～15時30分
○お茶会（庄原茶道連盟）
　とき　６月７日㈯　　

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。

第６回里呼織工房展
とき　６月８日(日)～10日(火)10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

訂正とお詫び
　４月号でお知らせしました、「庄原ときめきポストカー
ド＆つぶやき写真と和み画３人展」の開催日に誤りがあ
りました。次のとおり訂正しお詫びいたします。
（誤）５月８日㈭～１０日㈯
（正）５月８日㈭～１２日㈪

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎0824-73-1155

　献血を次のとおり実施します。昨年度から400ml 献血限定で実
施しています。
　皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間
５月18日（日） 市保健福祉センター 9時30分～11時30分

12時30分～14時

5月20日（火）
広島県農業技術大学校 10時～12時

土井木工㈱庄原工場 14時～15時30分

5月11日（日） こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
18日（日） 東城病院 ☎08477-2-2150
25日（日） 三上クリニック ☎08477-2-1151

6月  1日（日） こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
8日（日） 東城病院 ☎08477-2-2150

☎ 0824-75-4411

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成26年３月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

　５月・６月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。手続
きには認印が必要ですので、持参してください。

[住民基本台帳登載人口]

人口　３８，６１２人（前年比－６０９人）　
男　　１８，２８５人（前年比－２４３人）　
女　　２０，３２７人（前年比－３６６人）　
世帯数　１５，８９４世帯（前年比－５２世帯）
[ うち外国人 ]　人口　２８３人（前年比－５人）

と　き　５月 26 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　巳

み の く ち

之口あかね（サックス）・沢
さ わ も と

本　雪
ゆ き え

絵（ピアノ）
曲　目　ハンガリー舞曲第５番、メヌエット　ほか
▶巳之口あかね…吹奏楽部の入部をきっかけに、15歳でサックスを
始める。三良坂中学校、日彰館高校を経てエリザベト音楽大学器楽学
科サックスコース卒業。同大学大学院修了。現在、ソロ・カルテット・
ビッグバンドなどで演奏活動中。サックス教室ｓｕｉなど多数の教室
で講師を務める。
▶沢本雪絵…幼少からエレクトーンとピアノを学び、さまざまなコン
サートに出演。エリザベト音楽大学音楽学部音楽教育コース卒業。卒
業後、青年海外協力隊として南米パラグアイで２年間過ごし、現地の
小・中学校で音楽の授業を行う。帰国後ヤマハ音楽教室システム講師
となる。

引き取り日 時間 場所

庄原
地域 毎月第２・４水曜日

５月１４日・２８日
６月１１日・２５日

９：００～９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。

★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー ☎ 0824-72-0075 まで
と   き　６月９日（月）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

６月

新種　ヒバキンポウゲ

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

庄原市食育推進計画（第２次）を策定しました②
食育推進の将来像を実現するため、次の４つの基本的な目標と施策を柱に、食育を推進していきます。
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食育の理解の促進 理解と関心を深めて食育推進
～しっかり知って、おいしく食べよう～

生活習慣病予防における食育推進
～元気をつくる食習慣を実践しよう～

地産地消で食育推進
～庄原の“おいしい”を食べよう～

ふるさとの食文化で食育推進
～ふるさとの食を通じて地域が元気～

望ましい食習慣の習得

食育体験と地産地消の実践

食育による地域の活性化

基本目標１ 基本施策１
●施策の方向性●
□食育に関する普及啓発
□共食の推進
□若い世代への啓発
□食の安全に関する啓発と情報の提供

□朝食摂取率の向上
□生活習慣病予防のための
　望ましい食習慣の定着
□減塩推奨店の普及

□食農教育の推進
□学校給食での地産地消の推進
□地産地消推進店の
　普及

□地域の食文化の継承
□食育を推進する人材・団体の育成
□食に関する地域団体の連携の強化

基本施策２

基本施策３

基本施策４

基本目標２

基本目標３

基本目標４
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